
18惨

真訴事務46華字 4 ""6縫榊榊4月の納説榊榊
閥予定資E霊税の矛1期分です
終段勤時差税の会期
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ト
ル
L
C
盟
問
く
な
り
‘
か
け
間
出
で

端
本
っ
て
い
た
援
絞
淡
磁
絞
め
ね
利

用
者
は
朝
夕
と
も
つ
ニ
認

ホ
1
ム
か
ら
葱
棋
院
乗
れ
ソ
後
え
が

で
き
る
こ
主
に
な
り
ま
し
た
。

一
ニ
筒
ホ
ー
ム
は
帯
日
開
問
品
地
下
鉄
千

代
回
線
専
照
v

一
方
同
開
晃
二
十

日
の
隔
世
々
線
化
営
業
に
晶
ん
た
ち

ま
し
て
、
三
月
三
十
一
日
目
午
務

十
一
砕
か
ら
岡
鉄
耐
瞬
時
た
裁
が

訪
れ
、
技
師
関
子
閥
抗
務
肉
で
の
鯵

給
火
で
金
の
ボ
ル
ト
を
絞
め
宅

新
制
符
総
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

な
お
.
ζ

の
ゆ
凡
に
は
給
制
輸
献
は

じ
め
商
品
骨
筑
波
我
欽
叫
錦
繍
ぬ
潮
崎
潟

村
何
開
部
東
京
品
三
品
工
事
除
問

瞬
間
、
鈴
木
校
時
開
予
奴
然
、
工
事

関
係
税
一
一
際
名
が
叫
削
臨
賄
容
れ
ま

し
た
剛こ
れ
に
よ
り
間
対
二
十
円
向
か

ら
淡
々
線
化
料
品
撲
が
附
開
始
語
れ

る
わ
け
で
す
が
、
と
の
工
事

'喧

綴上書記主して係長交なったß:~子舟しすでに 3 月 31日から使用されてお

ちますが、 4Jj2013 Q)燦々 線償請E開始が侍れます。

持
拡
‘
去
る
附
則
割
引
間
間
十
一
年
一
一
一
月

か
ら
和
総
工
袋
二
百
八
十
億
開
け
で

遂
め
ら
れ
縞
脱
出
楠

t
我
孫
子
間
二

一
一
プ
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成

し
た
わ
け
で
す
。

出
引
き
続
き
我
孫
子
・
取
手
間

六
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
母
複
々

線
化
工
卒
に
入
る
わ
け
で
す
。

間
関
月
二
十
日
か
ら
は
、
品
揃
送

カ
が
掠
抽
殺
す
る
伶
か
、
ラ
ッ

v

a
臨
吋
の
嚇
謀
総
待
機
も
制
バ
帥
糊
さ
れ

る
の
で
減
数
学
校
時
吋
命
綱
臨
機

L

朝
相
当
時
税
制
相
さ
れ
る
も
の
主
総
仲
何

事
れ
ま
す
2

天
王
ム
口
駅
も
mm
丹
十
六
ヨ
完
成

捜
々
隷
営
業
関
始
と
向
仰
心
)
党
議

我
孫
子
a

取
手
務
部
制
紋
〈
蕊

式
名
仲
間
L
A
平品会制肌》

H
N
附昨年間関

阿
月
以
十
誌
に
畑
地
γ
ム
ト
一
凡
な
行
な

い
ま
し
た
け
か
と
の
ほ
ど
柑
潟
市
臨

し
悶
h

月
十
六
総
務
総
後
削
減
公
然

・
官
製
品
刊
語
れ
る
ま
で
に
妥
ち
ま

し
た
w
こ
の
叉
下
一
ム
口
駅
滋
樹
齢
的
混
成
ま

で
に
は
、
問
阿
叫
耐
に
設
掛
凪
を
楠
関
脇
関

し
て
か
ら
奨
γ
円
十
数
年
の
品
関
H

月

が
総
て
お
り
ま
す
。

銭
前
胤
し
、
問
問
月
二
十
口
付
の
ゆ
附

鍛
融
緩
的
関
々
線
化
絞
殺
制
開
始
と
関
内

総a
い
い
、
都
八
本
ム
ム
悶
脚
執
の
齢
的
数
も
州
問

め
ら
れ
ま
す
“

こ
れ
に
よ

9
，
天
気
合
成
閥
同

辺
〈
般
市
縮
問
、
管
出
、
綴
叫
向
山
州
、

下
ケ
一
戸
一
、
お
淵
剛
、
間
開
発
戸
叫
泌

総
の
鐙
邸
内
の
+
々
は
大
変
制
限
制
約
に

な
る
主
同
誌
わ
れ
ま
す
》
ま
た

と
の
輸
措
緩
同
両
辺
も
父
遜
の
援
と

あ
い
ま
っ
て
お
遂
災
前
向
に
同
開
発

4Fl2.5鎚

投
議
は
六
カ
所
の
投
張
所
で

我
孫
子
中
前
後
業
委
託
員
会
委
員

同
日
終
遂
挙
H
M
m
悶
月
二
十
五
日
に

次
の
ム
ハ
カ
郡
山
の
投
議
所
で
、
投

薬
待
問
問
は
た
T
措
置
七
臨
時
か
ら
午
後

六
終
ま
で
行
な
わ
れ
れ
ま
す
e

v設
業
部
川
〈
区
波
及
び
農
家
組

A
t
R
〉

第
一
役
冨
帝
京
間
我
孫
子
第
一
小

学
絞
(
稔
孫
子
一
一
弘
、
一
一
区
、

一
一
一
鋭
、
我
潔
予
報
朝
国
胸
、
世
間
田
町

山
間
及
び
務
総
.
時
判
明
知
子
入
総
v

幾
ニ
検
察
一
絞
殺
緩
子
第
二
小

学
校
ハ
下
ヶ
戸
、
糊
閥
単
務
戸
、
期
開

発
戸
新
潟
、
細
部
調
棚
、
鈴
側
関
銃

剣
、
栄
一
一
入
総
〉

情
綿
一
品
投
薬
鶴
間
後
相
関
手
枕
照
明
ユ
ム
小

学
校
ハ
時
同
紙
柄
、
臨
対
総
閥
、
嚇
持
山
問
、

捕
前
例
間
入
同
機
、
資
山
制
入
輪
禍
〉

柑
蹄
間
開
設
渓
端
的
我
孫
子
端
部
一
小

盤
十
校
久
血
守
家
分
校
ハ
制
拭
戸
品
ぺ

板
戸
下
、
俊
一
一
戸
続
出
向
、
久
警

察
、
土
合
淳
、
バ
ヲ
オ
〉

第
五
検
察
問
問
滋
品
品
交
一
約
ハ
期
間

北
地
区
〉

sパ:'71ま明るく正しい

明るくIELぃ:選挙をみんなの手で

轡
の
テ

y
ボ
も
液
ま
る

k
闘
部
わ
れ

ま
す
。こ
れ
で
、
我
孫
子
滑
に
は
、

常
磐
線
に
我
孫
子
駅
、
夫
王
台

訳
、
成
筒
抽
腕
に
世
民
放
孫
子
訳
、

湖
北
訳
、
新
木
訳
、
布
佐
原
の

六
つ
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

布
釈
中
学
校
〈

2表参のi/Ym}llです

第
六
投
薬
所

布
佐
地
区
)

と
の
選
挙
に
用
い
る
選
挙
人

名
簿
は
、
本
年
一
月
一
日
商
品
容

で
潟
製
し
終
覧
を
経
て
、
一
一
一
月

三
十
一
日
時
限
定
し
た
も
の
で

す
。
官
官
h
諒
さ
れ
て
い
る
ガ
は
、

総
和
二
十
六
年
創
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
、
本
市
に
仲
間
所
命
中
骨

し
て
い
て
、
十
ア
ー
ル
以
上
の

鳳
刷
機
に
つ
者
緋
拘
げ
の
業
務
な
脚
四

九
な
も
の
及
び
総
偶
者
殺
し
く
は

糊
腕
愉
棋
で
匁
附
附
お
お
か
ね
六
十
日

以
上
総
内
げ
に
従
前
ゆ
し
て
い
る
心

と
の
判
明
の
待
合
掛
附
し
て
い
る
ガ
マ

サ。
な
お
、
本
議
燥
機
含
有
す
る

ガ
へ
は
、
削
門
月
十
八
日
頃
ま
で

に
没
描
輸
入
場
券
宥
送
付
し
ま

す。
投
鮪
割
当
時
日
‘
闘
用
務
等
で
投
西
前

携
に
行
っ
て
投
薬
の
で
き
な
い

カ
は
不
在
者
投
票
を
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
.
く
わ
し
く

は
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

制
開
票
古
市
説
明
と
合
せ
て
行
な
う

選
挙
会
は
閣
内
ヨ
午
蕊
七
時
一
一
一
十

分
か
ら
市
役
一
般
市
内
大
会
議
'
場
一
に

お
い
て
行
な
い
ま
す
@
会
場
内

へ
の
参
捌
開
設
は
・
そ
の
数
を
削
耐

震
す
る
こ
と
が
あ
ワ
ま
す
の
で

ご
線
引
H
く
だ
さ
い
a

離
間
品
瑠
わ
河
内
一
一

帯
官
隊
総

2
一…

抗
担
問
調
利
品
判
制
部
一
一

a
e
f
J
t
m
蜘

'
i品

ap--
蜘
舗

m，審
a

慣

開

制

繋
品
4
1
小動
}
1
l

記

録

F
材
開
れ
い
輔
欄
山
山
之

二{噛執れ伽何一一パ
a
k

都
日
時
開
樹
申
リ
パ
品
K
H
U

一い

:
予
知

3
1
一
一
常
務
総
後
々
線
ル
刊
に
体
う
我

脱
却
蛸
制
緩
品
別
問
詞
月
一
一
孫
子
務
総
燃
が
こ
の
ほ
U
C
完
成

篠
崎
棋
日
間
然
一
一
し
、
一
一
一
対
二
十
九
口
、
会
様
相
出

i
篠
山
都
知
T
請
に
畿
自
判
初
期
間
閥
均
先
生
、
県
議
会
議

望
奨
幾
m
W
H
存
亡
長
、
間
凶
鉄
東
京
朝
一
一
}
ぷ
世
帯
局

4
8
4
2
窓
続
発
ケ
長
、
東
京
第
一
電
気
工
事
局

三
女
・
東
」
京
北
鉄
道
静
岡
制
四
局
営
業

』
島
即
長
、
市
長
‘
議
長
.
地
一
万
関

一
係
者
な
ど
多
数
出
席
の
む
と
に

↑
我
孫
子
駅
舎
落
成
同
賞
式
を
行

↑
な
い
ま
し
た
。

』
新
聞
肌
舎
は
.
一
一
月
一
一
一
十
ゴ
口
紛

ふ
発
電
事
か
ら
使
制
問
削
開
始
さ
れ
て

ケ
お
お
ツ
ま
す
が
ハ
釈
し
い
獄
合

』
は
、
雪
中
二
殺
を
含
め
た
一
二
階
総

恥
て
録
上
奴
で
、
前
北
陶
口
令
つ

』
な
ぐ
料
税
m
m
e

気
メ
ー
ト
ル
、
紙
沢

町
、
客
五
十
メ
ー
ト
ん
の
お
山
間
泌
総

恥
か
ら
ご
虫
病
め
山
側
約
制
，
改
札
口

合
判
織
っ
て
お
綿
綿
に
時
間
り
る
よ
う

に
な
っ
て
お
守
ま
す
。
ホ

i
ム

紋
ぷ
総
と
も
各
公
叩
尚
一
一
ナ
メ
l

市の人口

事室務総年 3JHl l3~霊tE

努 25，484人総JlJtl55入浴

女 25，637入 168'" 

計 5.1121人グ 323d 

後複数13.7i11量策-110世帯空機

3月丹人口敏慾

男女計

出生 66人 62人 128人

転入 336人 327人 ω3人

死亡 13人 13人 26人

転出 234人 208人 442人

a
f
 

刑
問
縁
側
十
六
縁
側

n一時持品行

新
鋭
機
開
m齢
制
鵡
料
、
よ
ろ
し
く
お

隊
い
い
た
し
ま
す
。

総
務
総

官
例
制
時
然
治
鈴
木
開
問
チ

級官山勘揖帥隅制附

組
問
削
山
茂
品
開
久
捕
時
湾

問
刑
制
労
大
熔
良
子
問
問
掴
同
骨
骨

久
子
渡
辺
附
加
す
潟
水
再
開
炎

鈴
木
久
一

住
民
同
剛
山
崎
秀
一
飯
塚
博
美
戸

辺
玲
子
大
野
一
江
望
丹
原

子
水
上
恵
美
子
深
山
ま
さ

江
根
本
マ
サ
ミ
海
上
初
予

小
松
原
ふ
じ
子
溜
弁
ひ
ろ
子

久
保
問
和
子
田
部
英
高
拍
子

官
附
沢
春
技
大
綴
敏
子

泳
選
管
理
事
務
所
閥
肉

渋
谷
骨
闘
機
小
山
政
附
河
南
e

野
綾
子

教
官
肉
祭
一
員
会
仰
向

民
鰭
縁
保
段
の
利
用
者
で

裁
判
以
上
の
方
は
無
料
に

特
仏
帽
怖
リ
ナ
時
間
制
闘
拡
均
時
限
臨
時
鉱
防
総
粂

絞
め
二
鋭
を
後
送
す
る
条
僚
の

制
制
出
比
に
つ
い
て
で
隅
幽
災
楠
時
隣
晴

朗
部
抗
駅
前
り
遊
間
却
を
受
け
て
い
る
方

で
際
塗
さ
れ
た
主
き
は
、
出
制
慾

さ
れ
た
カ
の
緩
す
る
品
位
世
帯
主
に

対
し
齢
制
緩
資
と
し
て
一
万
円

を
支
払
和
す
る
こ
と
に
な
号
ま
し

た。
(
今
ま
で
は
五
千
田
け
)

ま
た
、
年
A
V
融
関
七
十
象
以
上

の
被
保
険
殺
が
出
席
幾
取
殺
い
機

関
に
お
い
て
療
薬
の
給
付
を
受

け
ま
た
は
臨
時
相
封
殺
の
支
絡
を
受

け
た
と
き
は
、
被
保
険
者
の
時
間

す
る
世
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
、

高
令
者
給
付
付
加
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
.
新
た
に
年
令
溺
七

十
議
に
達
し
た
方
に
つ
い
て

は
、
達
し
た
a
H
の
践
す
る
月
の

期
Z
Rか
ら
支
給
い
た
し
ま
す
ο

706 

柑
怜
師
陣
禁
(
忠
ん
小
他
附
文
一
ナ
脊

品
汁
み
ゆ
き

ハ
問
問
符
三
日
付
で
の
人
務
災

時
期
〉
ハ
〉
中
内
は
間
関
脇
職
名

脚
部
中
限
緩
蜘
綿
鮒
制
緩
鰯
縁
側
聡
淵
綿
抑
制

孫
子
線
総
務
前
後
総
務
務
所
後

大
久
係
機
削
附
〈
総
務
綴
織
棚
総
帥
路

端暗殺
w
消
滅
後
〉

調
樹
液
晶
鮫
蜘
椀
閣
制
鮒
鈴
泌
総
炎
愉
附
伎
土

偏
雌
出
品
前
月
ハ
細
部
時
期
総
A

腕
隅
務
排
除
捌
坦

務
管
捌
稿
係
小
中
山
官
茸
}

州
総
務
渓
企
一
鐙
護
主
留
学
情
制
一
戸
辺

災
一
ナ
ハ
持
拡
応
部
附
奈
良
明
郎
主
事

務
)

退

職

問
暗
殺
怒
十
六
年
三
万
三
十
一

言
。
で
次
母
方
々
が
宜
搭
載
さ
れ

ま
し
た
。
ど
く
ろ
う
さ
主
で
し

た。主導
ム
ナ
日
制
問
市
制
緩
皮
肉
労
技

揃
弔
慰
浄
静
子
麻
生
組
問
子

実
情
橋
被
出
向
付
料
品
格

こ
れ
ら
溺
令
務
品
開
品
作
品
持
続
A
抵

の
側
部
什
州
、
絞
殺
の
級
品
持
お
よ
び

醐
開
設
舛
絞
め
支
給
ぶ
輔
慨
し
た
臨
調
閉
m

の
蛸
倒
的
り
十
分
時
三
日
仏
総
幾
す
る

し
た
。
で
す
か
ら
、

抽
防
総
の
明
灘
間
開
を
受
け
て
い
る
七

十
滋
以
上
の
カ
は
‘
関
闘
能
向
勝
雄
慌
蹴

師
陣
時
間
か
ら
十
分
の
七
支
給
さ
れ

ま
す
母
で
、
録
制
打
と
な
っ
た
わ

け
で
す
。

し
か
し
、
診
療
報
滋
臨
時
余
務

総
議
療
養
紫
色
支
給
申
務
審
〉

一
件
あ
た

9
宮
内
来
品
調
の
と
き

は
支
給
い
た
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
世
間
令
者
給
付
品
目
h

掛
金

の
額
が
百
円
を
こ
え
る
植
物
会
に

お
い
て
、
そ
の
金
制
嗣
げ
か
十
関
川
公

織
の
金
額
に
つ
い
て
支
払
鞘
い
た

し
ま
せ
ん
。



春
季
環
境
衛
生
消
毒

全
市
地
域
ご
と
に
ハ
エ
段
の
駆
除

w.， 線1A 

m
m
線
開
悶
十
六
年
後
新
線
材
体

悶
用
機
長
の
才
一
一
次
募
袋
を
行

な
い
ま
す
。

争
採
開
用
糊
開
時
制
及
び
人
員

}
般
事
務
軸
判
員
十
名

土
木
技
絞
殺
繭
到
ニ
名

争
受
験
出
片
的
楠

〈
〉
回
目
子
は
昭
和
二
十
一
一
年
剣

晃
ニ
口

M
l間
昭
和
二
十
八
匁
間
同

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
者
ω

。
女
子
は
昭
和
二
十
間
関
学
凶

月
m

一R
t紹
級
一
一
十
八
年
函

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
滋
。

〈
〉
骨
肉
等
学
校
卒
冊
減
以
上
の
者

叉
は
こ
れ
と
徳
島
す
以
ょ
の
学

カ
な
脅
す
る
者
。

。
市
内
に
や
枕
仲
間
す
る
者
、
明
入

は
端
端
勤
可
能
的
総
務
に
夜
仲
悼

す
る
主
認
め
ら
れ
る
者
@

(~脅ささ綴懇意電車争認官n

次
の
と
お
り
念
総
あ
げ
て
春
の

油
倍
程
抑
減
数
を
行
な
い
‘
は
え
、

肺
棋
の
効
果
的
な
総
除
と
荷
揚
安

ず
る
こ
と
に
な
れ
ソ
ま
し
た
υ

と
め
開
閉
除
主
持
例
制
聞
は
叫
地
域
ど

A

曹
淡
い
九
該
当
す
る
者
は
受
験
で

き
ま
せ
ん
。

A
V
g
本
の
附
開
絡
を
有
し
な
い
者

令
部
制
凶
以
上
の
滋
に
加
仰
せ
ら
れ

た
索
。

。
然
治
棋
院
議
地
中
嶋
哨
仏
倒
産
者

@
受
験
乎
続

。
血
中
込
惑
に
必
描
桝
弘
也
事
項
を
記

入
し
て
総
務
総
同
日
致
篠
へ
拙
鰐
蹴
倒

し
て
く
だ
さ
い
。

。
申
込
遂
に
山
林
、
品
凧
終
官
ヤ
築
学

j

I

 主
に
一
斉
に
行
な
う
こ
主
に
よ

っ
て
、
よ
い
絡
回
掠
令
繰
る
こ
k

が
で
き
ま
す
。
絞
殺
の
ど
協
力

を
お
緩
い
い
た
し
ま
す
e

A

帯
火
線
仲
間
の
災
総

授
の
ゆ
臥
畿
日
誌
問
問
情
閥
、
品
賦
返
品
ハ

ヶ
月
以
内
俊
樹
耐
の
写
真
〈
上

半
身
制
腕
繍
側
、
亙
ヤ
関
市
川
、
後
六

セ
γ
チ
検
問
・
笈
セ

γ
チ
メ

ー
ト
ル
〉
一
一
葉
を
添
付

晶
申
込
み
〆
切

断
同
月
一
一
一
十
日

争
そ
の
仙
鵬

申
込
用
紙
は
、
掛
悼
務
州
悌
行

行
綾
瀬
怖
い
い
あ
9
ま
す
〈
摺
邦
制
慌

で
品
中
込
用
m
拡
刺
殺
綴
求
す
る
場

舎
は
滋
鈴
問
問
封
筒
も
閥
開
封
す

る
こ
主
)

品
申
込
滋
等
手
間
艇
は

AWJ'8

畿
の
こ
主

。
家
経
由
門
外
に
対
寸
る
品
開
緩

し
れ
ん
大
崎
需
品
慌
の
実
情
蹴
{
風
判
手

し
、
裁
の
下
、
加
入
持
菜
、
制
作

入
れ
‘
食
時
な
ど
の
線
路
と

不問
mu閣
の
処
分
V

@
ね
ず
み
の
巣
を
取
号
臨
時

寺
、
ね
ず
み
の
漁
'
残
を
ふ
さ

s
ミ
品
暫
大
崎
略
体
印
後
に
楠
獄
、
天
弁
、

審
A
m
H

‘
品
約
制
民
な
ど
の
鯵
淵
鳴
と

後
務

。
相
情
徐
に
ゑ
じ
た
ゴ
ミ
や
附
措

物
は
な
る
べ
く
綴
い
た
号
、

う
め
た
哲
し
て
く
だ
さ
い

争
紋
え
、
帥
同
市
り
駆
時
賦

捕
前
期
坤
の
融
怖
は
次
的
事
括
的
に
波

窓
L
て
く
だ
さ
い
。

語口代
凶
間
待子孫我我

孫
子
駅
阪
北
口
土
地
区
制
問

整
麹
機
嫌
減

μ
つ
い
て
は
、
口
付
咲

か
ら
地
元
従
民
的
後
韻
怖
に
は
ど

協
力
安
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
開
抽
在
と
の
お
悶
反
捕
酬
は
、

宅
地
、
山
側
林
滋
、
加
閣
と
多
緩

に
わ
か
れ
、
さ
ら
い
い
制
的
伏
が
多

く
道
路
も
少
な
く
狭
く
て
み

下
水
滋
排
水
等
の
後
備

L
整

。
て
お

9
ま
佼
ん
。
そ
の
う
丸

帯
吊
岬
印
刷
帥
献
の
絞
々
緑
化
を
併
行
し

て
的
地
下
鉄
千
代
出
同
様
と
の
担
制

。
戸
時
は
プ
刀
々
だ
け
側
側
山
り

て
品
聞
は
時
閉
め
て
く
だ
さ
い

{
一
…
械
の
献
附
凶
民
は
念
館
州
閉
め

る
よ
う
に
十
る
ぱ

品
切
火
気
殺
は
的
税
制
問
し
な
い
明
、

〈
対
き
い

@
同
島
内
の
小
鳥
‘
金
魚
な
ど

は闘撚
M

内
に
山
尚
し
て
〈
だ
さ
い

品
目
抽
出
議
後
‘
州
知
閑
却
を
あ
げ
る

た
め
一
一
十
分
相
割
出
院
は
そ
の

ま
ま
密
開
閉
し
て
-
お
い
て
く
だ

さ
い
ま
た
絶
対
然
凶
胞
の
や

に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

@
銭
外
総
出
母
の
隅
献
は
抽
出
に
フ

h
p
を
L
て
く
だ
さ
い
。

土
地
立
入
制

北
口
広
画
整
理
事
業にど

協
力
を

す
と
、
た
ち
ま
ち
鋒
秩
序
な
密

終
柏
崎
に
な
れ
ツ
総
務
機
的
出
が
完
全
中

に
マ
ヒ
状
綴
と
な
る
慾
れ
が
念

ず
る
と
慾
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
な
終
浴
す
る
た
め
、

町
臨
時
則
市
内
約
一
関
へ
ダ
タ
i
b
に

わ
た
り
公
共
総
設
苓
〈
道
路
吉

広
場
号
上
下
水
道
〉
の
怒
備
を

側
関
る
主
と
も
に
、
後
然
主
し
た

担
問
づ
く
ち
を
促
進
す
る
た
め
に

氏
域
内
の
土
地
点
入
総
量
を
災

総
い
む
し
ま
す
の
で
、
土
地
税

常
務
お
よ
び
臨
拍
総
翁
の
皆
様
の

ど
協
力
歌
山
刷
機
い
い
た
し
ま

す。争点
入
り
の
務
時
間

mm府和開口十
ω

ハ
材
ヤ
附
問
兵
九
日
か

ら
六
月
来
日
ま
で
〔
詩
的
り
儲

か
ら
日
投
ま
守
V

A

申
立
入
制
の
蕊
竣

我
孫
子
市
大
学
我
孫
子
町
内

字
開
策
、
西
原
、
後
際
、
哉

ち
府
内
、
実
騨
院
、
漁
期
糊
庁
、
北
飯

田
号
制
収
州
刊
、
天
子
山
凶
の
会

柑
帥

A

申
立
入
容
録
者

入
制
州
制
附
鳳
脱
線
六
会
社

な
お
、
殺
鈴
子
核
前
例
沈
臼
土

柏崎町

n
g登
慰
単
機
対
に
つ
い
て
お

間
同
い
合
わ
せ
ば
市
役
M
m
u出制問

結
晶
糊
相
談
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

炉、守、。

J
E
L
 

全体貌

行

政

相

絞

日
行
政
相
絞
お
よ
び
人
権
鐸
液

怨
談
者
次
の
と
お
月
行
な
い
ま

す
の
守
ご
利
問
問
く
だ
さ
い
。

A

曹
日
時
州
問
悶
月
三
十
七
日
午
前

十
時
か
ら
午
後
…
一
一
勝
ー
ま
で

争
議
所
後
待
子
市
中
央
公
開
叫

的聞な
お
‘
尚
一
↓
川
"
は
叫
m
m
m
凝
縮
淵
.

渡
辺
灘
間
川
村
信
悉
の
各
氏
が

泌
総
の
予
定
で
す
。

前
回
動
態
獲
倫

組
合
か
ら
単
車
漆
贈

開問月一、

8
投開抑
PT自
動
車
笈

儲
縫
合
ハ
相
脱
会
長
期
綿
必
制
限
蕊

肘一れγ
一
は一前九日掛一側一に本…

綴
ば
か
ら
庁
M
m
幾
仲
跡
事
主
し

て
、
ホ
ン
ダ
ヴ
ハ

l
パ
ー
カ
ブ
玄

十
仁
C
一
九
百
い
た
だ
き
ま
し

た。
こ
の
挙
事
は
w
問
符
衛
生
朝
刊
に

蕊
墜
し
て
制
措
淵
現
場
等
の
事
務
官
増

絡
に
後
胤
き
そ
て
い
た
だ
き
ま

す。
タパコは市内で生

ワ

ク

投

与

ザ
叩
手
数
接
品
艇
に
つ
い
て
は
‘
大

変
ど
議
務
官
お
か
け
い
た
し
ま

し
た
が
、
小
児
マ
ヒ
松
山
ワ
タ
チ

y
仙
沼
与
を
次
の
日
制
作
で
行
な
い

ま
す
の
で
、
開
閉
和
総
十
五
年
十

一
…
万
三
十
一
設
以
前
に
生
れ
、

ニ
削
問
欽
ん
で
い
な
い
お
子
織
は

会
開
附
該
当
い
た
し
ま
す
の
で
、

も
よ
ワ
の
会
場
で
間
同
鈴
銭
安
穏

人
の
う
え
投
与
宏
、
吹
け
て
く
だ

さ
い
。時吋
附
附
は
、
い
ず
れ
も
午
後
二

時
か
ら
一
一
一
時
吋
ぷ
十
分
ま
で

な
お
、
A
T
関
は
州
潤
入
銀
遜
知
状

は
発
送
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す。
法

務

総

習

会

707 

容
の
交
通
安
九
並
道
県
酬
が
全
間
同

一
斉
に
間
同
月
一
お
か
ら
ム
獲
物
糊
さ

れ
て
お
れ
ツ
ま
す
が
、

M
m
交
通
安

全
協
会
吃
も
例
年
ど
お
り
淡
幾

鱗
液
晶
閣
を
間
関
抽
出
い
た
し
ま
す
。

自
動
車
哨
路
線
免
許
認
袴
移
品
棋

は
必
ず
総
習
を
お
受
け
く
だ
さ

金
引
卦
叫
割
誌
か

引
税
制
刊
制
利
剣
討
対
酬
明

。
同
問
丹
ス
十
玄
口
H

午
後
一
ェ
時
か

ち
裁
孫
子
市
内
品
相
関
北
中
学
校

。
五
月
に
お
午
後
一
時
時
か
ら
我

惚
関
子
市
立
務
総
中
学
校

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
募
集

ボ
ー
イ
λ
カ
宇
L
P

我
孫
子
一

図
で
は
、
次
の
と
お
れ
ソ
カ
プ
民

主
ウ
ト
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

0
・
小
学
校
…
一
一
年
生
お
よ
び
糊
悶
年

生
申
し
込
み
お
よ
び
判
許
制
腕
に
つ

い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
次

の
い
ず
れ
か
へ
お
関
い
合
わ
佼

く
だ
さ
い
。
円
筒
料
納
〉

人
二
邑
同
一
説
。
…
一
一
番
波
滋

八
一
一
陣
古
一
一
同
一
八
樺
材
対
閏

〈
ボ
ー
イ
九
カ
ウ
ト
我
孫
子

…
綴
》




